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【
西
多
摩
・
大
工
・
藤
原
俊
男

記
】
小
河
内
ダ
ム
は
奥
多
摩
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
重
力
式
の
ダ

ム
で
高
さ
1
4
9
ｍ
、
長
さ
は
3

5
3
ｍ
あ
り
ま
す
。
蓄
え
ら
れ
た

水
は
発
電
に
利
用
さ
れ
た
の
ち
、

多
摩
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

小
河
内
ダ
ム
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
が
西
多
摩
に
は
沢
山
い
ま
す
。

私
の
父
も
ダ
ム
工
事
に
携
わ
っ
た

一
人
で
、
当
時
間
組
の
代
表
名
義

人
だ
っ
た
山
本
英
一
氏
（
私
の
父

の
伯
父
に
あ
た
る
）
を
頼
っ
て
戦

後
岡
山
か
ら

出
て
き
ま
し

た
。
昭
和
13

年
に
起
工
さ

れ
、
現
場
近

く
の
隧
道
工

事
は
清
水
建

設
が
行
な

い
、
戦
前
に

完
成
。
戦
争

で
中
断
し
ま

し
た
が
、
戦

後
に
本
体
工

事
が
再
開
。

国
道
側
を
間

組
、
向
う
岸
を
西
松
建
設
が
受
注

し
ま
し
た
。

平
地
も
道
路
も
ほ
と
ん
ど
な
い

場
所
で
、
ま
ず
資
材
を
運
び
上
げ

る
ク
レ
ー
ン
の
据
付
け
の
基
礎
工

事
で
ダ
ム
サ
イ
ト
の
岩
盤
を
大
き

く
削
り
取
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。当
時
は
重
機
な
ど
な
く
、ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
に
よ
る
発
破
と
手
掘
り

で
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
掘

っ
た
土
砂
は
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び
出

し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し

た
が
、
人
工
代
は
ト
ロ
ッ
コ
1
杯

で
1
人
工
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ダ
ム
の
完
成
は
昭
和
32
年
で
、

19
年
間
余
の
期
間
と
約
1
5
0
億

円
の
総
工
費
を
要
し
ま
し
た
。
ダ

ム
周
辺
に
は
公
園
が
整
備
さ
れ
、

展
望
塔
（
コ
ロ
ナ
禍
で
現
在
閉
鎖

中
）
や
工
事
中
に
亡
く
な
っ
た
87

人
の
方
の
慰
霊
碑
、
旧
小
河
内
村

の
6
0
0
戸
3
0
0
0
人
の
方
の

移
転
を
記
し
た
歌
碑
、
工
事
で
使

わ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
バ
ケ
ッ
ト

の
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

展
望
塔
内
に
は
小
河
内
ダ
ム
の

歴
史
や
建
設
当
時
の
写
真
（
父
の

藤
原
浩
介
が
撮
っ
た
も
の
で
、
私

が
奥
多
摩
町
に
寄
贈
し
た
も
の
）

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

工事中のダム全景（昭和26年・藤原浩介氏撮影）

電
気
工
事

磯
哲
夫

1
9
4
1
年
、
私
の
家
族
は
祖

父
母
・
両
親
・
10
歳
の
姉
・
6
歳

の
兄
・
4
歳
の
私
・
2
歳
の
弟
の

8
人
家
族
で
し
た
。
同
年
12
月
、

日
本
は
真
珠
湾
を
爆
撃
、
多
く
の

方
々
を
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
日
本

国
民
も
、
こ
の
戦
争
で
数
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

翌
年
11
月
23
日
の
夕
食
後
、
家

族
の
前
で
父
が
、
「
来
た
よ
」
と

赤
紙
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
祖

父
母
も
母
親
も
し
ば
ら
く
無
言
の

時
が
流
れ
、
や
っ
と
祖
母
が
重
い

口
を
開
き
ま
し
た
。
「
仕
方
が
な

い
、
こ
れ
か
ら
残
さ
れ
た
家
族
で

頑
張
っ
て
行
く
し
か
な
い
」
と
。

12
月
初
旬
、
霜
柱
の
立
つ
寒
い

朝
、
近
所
の
方
々
が
日
の
丸
の
小

旗
を
持
っ
て
家
の
前
で
待
っ
て
い

ま
し
た
。
父
は
身
支
度
を
整
え
、

「
こ
れ
か
ら
行
っ
て
参
り
ま
す
。

必
ず
元
気
で
帰
っ
て
来
ま
す
」
と

言
っ
て
家
を
後
に
し
ま
し
た
。

日
増
し
に
戦
争
は
激
し
く
、
生

活
は
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
さ
つ

ま
芋
・
ジ
ャ
ガ
芋
・
そ
の
他
食
べ

ら
れ
る
物
は
何
で
も
食
べ
ま
し

た
。
「
東
京
も
爆
撃
を
受
け
焼
け

野
原
に
。
隅
田
川
に
は
死
体
が
流

さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
話
を
聞

い
て
、
父
を
心
配
す
る
あ
ま
り
母

は
か
な
り
や
つ
れ
て
い
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
に
原
爆
を
投
下
さ

れ
、
戦
争
で
何
千
万
人
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
、
1
9
4
5
年
8
月

15
日
に
日
本
は
無
条
件
降
伏
。
父

親
も
24
年
に
、
兵
役
か
ら
7
年
ぶ

り
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
で
も
戦

争
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
こ
と
は
亡

く
な
る
ま
で
、
一
切
口
に
出
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

政
府
・
自
民
党
は
、
憲
法
改
正

に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
争

で
大
勢
の
国
民
が
悲
惨
で
辛
く
悲

し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
改
憲
論
を
唱
え
る
こ

と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

（
板
橋
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
が
繰
り
返

さ
れ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
の
木
村
花
さ
ん
の
一

周
忌
を
前
に
、
母
親
の
木
村
響
子

さ
ん
が
「
侮
辱
罪
の
厳
罰
化
を
早

急
に
求
め
る
」
ネ
ッ
ト
署
名
を
始

め
た
。
花
さ
ん
の
件
で
悪
質
な
書

き
込
み
を
し
た
男
性
に
侮
辱
罪
が

適
用
さ
れ
た
が
、
過
料
9
0
0
0

円
の
略
式
命
令
が
下
さ
れ
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

侮
辱
罪
の
厳
罰
化
が
必
要
だ
と

さ
れ
る
ほ
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発

信
す
る
場
合
に
、
悪
意
あ
る
書
き

込
み
な
ど
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
い
じ
め
が
学

校
現
場
で
問
題
に
な
り
対
応
し
て

き
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
全
世

代
に
向
け
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
が

必
須
と
な
る
だ
ろ
う
。

何

様

連
日
記
者
会
見
を
開
き
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
国
民

に
自
粛
を
強
く
要
請
し
て
き
た

日
本
医
師
会
の
中
川
俊
男
会
長

は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

中
の
4
月
20
日
に
都
内
で
行
な

わ
れ
た
自
民
党
の
自
見
英
子
議

員
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

に
、
日
本
医
師
会
幹
部
ら
約
1

0
0
人
と
と
も
に
参
加
し
て
ひ

ん
し
ゅ
く
を
買
っ
た
。

1
カ
月
後
発
売
の
週
刊
誌
で

は
、「
我
慢
の
お
盆
休
み
」を
国

民
に
要
請
し
て
い
た
昨
年
8
月

に
高
級
す
し
店
で
女
性
と
デ
ー

ト
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
た
。

軽
快
な
包
丁
さ
ば
き
、
寸
胴

鍋
か
ら
立
ち
上
る
湯
気
、
美
味

し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ
て
き
そ

う
な
調
理
場
で
の
仕
込
み
シ
ー

ン
か
ら
始
ま
る
の
は
、
2
0
1

5
年
公
開
の
米
映
画
『
シ
ェ
フ

三
ツ
星
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
始

め
ま
し
た
』
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
一
流
レ
ス

ト
ラ
ン
で
総
料
理
長

を
務
め
る
カ
ー
ル

は
、
こ
の
日
や
っ
て

く
る
有
名
料
理
評
論

家
に
向
け
て
新
作
メ

ニ
ュ
ー
を
試
作
し
て

い
た
。
が
、
頑
固
な

オ
ー
ナ
ー
の
命
令
で

結
局
定
番
メ
ニ
ュ
ー

を
出
し
て
こ
っ
ぴ
ど

く
叩
か
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
酷
評
ブ
ロ

グ
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散

さ
れ
て
る
こ
と
を
知

っ
た
カ
ー
ル
は
、
評

論
家
に
「
も
う
一
度

店
に
来
い
」
と
対
決

を
迫
る
が
、
ま
た
も
オ
ー
ナ
ー

に
阻
ま
れ
対
立
。
結
局
、
店
を

辞
め
る
羽
目
に
。
評
論
家
と
の

ケ
ン
カ
が
知
れ
渡
り
働
き
口
も

な
く
な
っ
た
カ
ー
ル
は
、
フ
ー

ド
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
販
売
す
る

こ
と
を
思
い
つ
く
が
…
。

製
作
・
監
督
・
脚
本
・
主
演

の
4
役
を
務
め
る
の
は
、
『
ア

イ
ア
ン
マ
ン
』
シ
リ
ー
ズ
の
ジ

ョ
ン
・
フ
ァ
ヴ
ロ
ー
。
窮
地
に

陥
っ
た
父
を
応
援
す
る
一
人
息

子
パ
ー
シ
ー
を
エ
ム
ジ
ェ
イ
・

ア
ン
ソ
ニ
ー
、
元
妻

イ
ネ
ス
を
ソ
フ
ィ
ア

・
ベ
ル
ガ
ラ
が
演
じ
、

ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ

マ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・

ダ
ウ
ニ
ー
・
Jr.
、
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
・
ヨ
ハ

ン
ソ
ン
ら
豪
華
ハ
リ

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
が
脇

を
固
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
る

飲
食
店
の
倒
産
件
数

が
過
去
最
高
と
な
る

な
か
、
フ
ー
ド
ト
ラ

ッ
ク
（
移
動
式
販
売

車
）
が
急
増
し
て
い

る
ら
し
い
。
「
安
い
開
業
資

金
」
で
「
感
染
リ
ス
ク
も
低

く
」
「
作
り
た
て
を
提
供
で
き

る
」
と
の
こ
と
で
、
新
し
い
飲

食
店
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
と
い
う
。
カ
ー
ル

の
よ
う
な
一
流
シ
ェ
フ
の
料
理

が
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
で
味
わ
え

る
日
は
、
そ
う
遠
く
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

40
奥多摩湖
バ ス 停
徒歩６分

小
河
内
ダ
ム

小
河
内
ダ
ム

父
が
見
せ
た
赤
紙
に
沈
黙

父も工事に参加して
発破と手掘りで作ったダム

許
せ
ぬ
憲
法
改
正
論

全て失いかけたシェフの再生物語

ジョン・
ファヴロー

監
督

シェフ 三ツ星フード
トラック始めました
シェフ 三ツ星フード
トラック始めました

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
１０３６
）


